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郡山城ウオーク

郡 山城 址

筒井順慶が築城されました、(石垣ノズラ積み) 1580年に始まる大和でも、最も大規模な城郭で、
近 世 期 に は  豊 臣 家 水 野 家 松 平 家 本 国 家 柳 澤 家 の 居 城 とな りま した 。

天正 13年(1585)豊臣秀吉の弟、大和大納言秀長が郡山城に入り、紀伊和泉、大和3ケ國で百万石を

領し、紀州根来寺の大門を城間にしたり

周辺の神社 仏閣から仏石や墓石等又春日の奥山から大石を切り出し(大和一日)から運びだし増築の

際、天守台北面の石垣に逆さのまま組み込まれた、逆さ地蔵があります。

紺 屋 町

水路がお城の堀とつながつている、当時は13軒の紺屋が染め上げた布や、糸を晒していました。

箱 本 館

江戸時代の町屋を修復し藍染め道具や金魚コレクシヨンを展示しています、秀長は商工業種別【箱本 13

町】を造つた面ラを残す町名で、本町、新中町、魚町、塩町、雑穀町、茶町、錦町、簡町、豆腐町、紺屋町

車屋町、材本町、鍛治町、洞泉寺町、奈良町、柳(1丁～6丁 )、 堺町、今井町、等かつての町名が残つて

います。

源九郎稲荷神社

古くは日本三大稲荷の一つ、源義経が吉野に落ち延びた時、自狐が側室お静を送り届けた話は有名で

(生涯を守護した功でこの名がある)3月末にiま【自JIR渡御】の行事があります。

洞 泉 寺

国重文の阿弥陀如来と両脇の侍立像で知られる寺、この辺リー帯は江戸時代からの、有名な遊郭の

跡で両倶Jに細い格子の古い【3階】建ての家があります。

金魚資料館

江戸中期に入封した柳澤吉里が持ち込んだと言われ、幕末には藩士の内職として、その後は農家の副業

として受け継がれてきた、和金、リュウキン、オランダ獅子頭、など約30種類が養殖されている。

大 納 言 塚

豊臣秀吉の異父弟、大和郡山百万石の城主、大和大納言秀長の墓所(市 文化財 )

永 慶 寺

柳澤義里が甲府から国替えの際に移築したもので、朝「澤家の薔提寺 城主、水野家、松平家、本多家等

数代の城主の後(1724)五代将軍徳川綱吉の偶J用人を務めた、柳澤吉安の子義里が甲府より十五万

石を持つて入部された、こちらの問は自壁に弁財天や琵琶の絵が描かれた、珍しいものです、境内には

弁財天も祀られております、正門は郡山城の南門を移築したものです。


